
所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 23,916 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 5,814 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 18,102 

その他財源の内訳

市長段階査定額 23,916 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】危機対策係 0857-30-8033、防災支援係 0857-30-8034

【１２次総の施策体系】4101

【事業の経過及び背景】
　災害を未然に防ぎ、発生時の被害を最小限にくい止めるため、総合的に防災体制を整備す
る必要がある。また、地域における防災体制の整備強化を行うことにより、災害時の被害軽
減が可能となるため、住民に対する防災意識の啓発と防災情報の提供を強化していく必要が
ある。

【事業の目的及び効果】
（１）鳥取市防災会議の開催、鳥取市地域防災計画の作成・実施の推進
　　鳥取市地域防災計画を作成し、その実施を推進することや、市長の諮問に応じて市の
　地域に係る防災に関する重要事項を審議する。
（２）住民への防災情報伝達、住民に対する防災意識の啓発
　　災害時における住民への情報伝達手段について、多種多様な方法により情報の発信を
　行い、住民へ情報提供を行う必要がある。
（３）地域防災計画等の活用
　　地域防災計画、総合防災マップ等を活用し、防災意識・防災体制の強化を図る。
（４）災害時相互応援協定締結都市との交流及び南海トラフ地震支援先都市との調整
　　災害時相互応援協定締結都市及び南海トラフ地震支援先都市と情報共有を行い、災害
　時の連携強化を図る。

【事業の内容】
（１）鳥取市総合防災マップの改訂
　　・鳥取市総合防災マップ（電子版）の作成業務
　　・鳥取市総合防災マップ（冊子版）の作成・配送業務
　　・周知チラシの作成・配布業務
（２）ぼうさいこくたいへの出展
　　・広報パネル等の製作

款 総務費

項 総務管理費

目 諸費

補正前額 9,009 

要求額 23,916 

総務部長段階査定額 23,916 

年度 R8

危００１ 項　　目　　名 総合防災対策事業費

予算書項目 総合防災対策費 ページ 29

危機管理部
危機管理課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 4,180 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 2,090 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 2,090 

その他財源の内訳

市長段階査定額 4,180 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】危機対策係 0857-30-8033

【１２次総の施策体系】4101

【事業の経過及び背景】
　内閣府は、安心・安全で心豊かに暮らせる持続可能な地域経済社会を創るため、トイレ、
キッチン、ベッド、風呂の迅速な提供など、避難生活環境の抜本的な改善をはじめ、災害に
も対応できる魅力的な地域づくりを目指す地方公共団体の先進的な取組を支援するための地
域未来交付金（地域防災緊急整備型）を創設した。

【事業の目的及び効果】
　上記交付金を活用し、避難所において特に配慮が必要となる方を対象とした環境整備とし
て、要配慮者スペースなどに必要となる資機材を速やかに配置できるよう整備を行う。

【事業の内容】
　避難所における避難者の良好な生活環境に資する要配慮者用簡易ベッドや災害用マルチテ
ント等の資機材整備。

款 総務費

項 総務管理費

目 諸費

補正前額 0 

要求額 4,180 

総務部長段階査定額 4,180 

年度 R8

危００２ 項　　目　　名 避難所環境等緊急整備事業費

予算書項目 総合防災対策費 ページ 29

危機管理部
危機管理課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 19,998 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 19,900 

その他 0 

一般財源 98 

その他財源の内訳

市長段階査定額 19,998 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】危機対策係 0857-30-8033

【１２次総の施策体系】4101

【事業の経過及び背景】
　大規模災害時など一挙に住民が押し寄せた場合、紙媒体による避難者受付は市民の待機時
間が大幅に生じるほか、職員の膨大な負荷となるのみでなく、災害対策本部の判断に必要な
情報が満足に得られないおそれがあるため、市民が行う避難所入退所手続の簡略化と自動化
が必須である。

【事業の目的及び効果】
・避難者を迅速に受け入れることで、避難時の混雑や二次被害を防止する。
・避難者の数や配慮の必要な内容を正確に取得・災害対策本部に共有することで、避難者が
必要とする福祉・医療サービスや物資などを的確に提供する。
・避難者の情報を被災家屋の把握と被害認定調査に紐づけすることで、罹災証明の発行と各
種支援の実施を迅速化し、被災者の早期生活再建を図る。

【事業の内容】
・マイナンバーカード等を用いた避難所受付支援システムの新規構築
・建物被害認定調査支援システムの新規構築
・被災者支援システムへの個別避難計画台帳等の連携構築
・既存システムへの連携

款 総務費

項 総務管理費

目 諸費

補正前額 0 

要求額 19,998 

総務部長段階査定額 19,998 

年度 R8

危００３ 項　　目　　名 鳥取市被災者支援迅速化システム構築事業費

予算書項目 総合防災対策費 ページ 29

危機管理部
危機管理課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 1,000 

その他 0 計 5,551 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 4,551 

地方債 0 

その他 1,000 

一般財源 0 

その他財源の内訳

市長段階査定額 5,551 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】消防企画係 0857-30-8032

【１２次総の施策体系】4101

【事業の経過及び背景】
　鳥取市消防団は９地区団51分団、団員定数1,354人の県下最大の消防団組織である。団運
営は団長１名、副団長５名の本部員を筆頭に、水火災等の災害出動の他、年間事業計画に基
づいた訓練・研修を行っている。

【事業の目的及び効果】
　活動に必要な装備品などの環境整備を行うことで、火災時等の活動での安全確保を図る。
また、出初式を開催することで、消防団組織統率及び市民への消防団活動の周知を図ること
ができる。さらに、消防関係者の大会及び研修会へ団員を派遣することで、団員個々の資質
向上につながっている。
　また、東部消防局と鳥取市及び各町消防団で協議会を開催し、火災予防運動等の事業を実
施することで、地域の防災体制の万全を図る。

【事業の内容】
・消防団の活動に必要な装備品（雨衣）の配備
・新入団員募集のための広報（消防団加入促進動画の作成、街頭ディスプレイへの放映等）

　※その他財源の諸収入は、コミュニティ事業助成金

款 消防費

項 消防費

目 非常備消防費

補正前額 6,747 

要求額 5,551 

総務部長段階査定額 5,551 

年度 R8

危００４ 項　　目　　名 消防団運営費

予算書項目 消防団運営費 ページ 41

危機管理部
危機管理課


